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フ
ォ
ー
ド
と
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ス
の
新
労
働
協
約
に
つ
い
て
（
高
堂
）
本
稿
は
こ
う
し
た
新
協
約
の
内
容
を
見
な
が
ら
、
今
後
の
経
済
的
課
題
を
全
米
自
動
車
労
組
一
九
五
五
年
六
月
、
W
o
r
k
e
r
r
 (
C
I
O
)
が
フ
ォ
ー
ド
F
o
r
d
M
o
t
o
r
 Co.
お
よ
び
ゼ
ネ
ラ
ル
＇
・
モ
ー
タ
ー
ス
G
e
n
e
r
a
l
M
o
t
o
r
s
 Corp.
と
そ
れ
ぞ
れ
締
結
し
た
新
労
仇
協
翫
ば
、
巨
大
独
占
体
と
代
表
的
組
合
組
織
体
に
よ
る
団
体
交
渉
collective 
bargaining
の
成
早
令
と
し
て
年
間
保
障
賃
金
制
G
u
a
r
a
n
t
e
e
d
A
n
n
u
a
l
 
W
a
g
e
 
P
l
a
n
そ
の
他
の
待
遇
改
善
諸
項
目
の
実
施
を
織
り
こ
み
、
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
労
資
関
係
に
注
目
す
べ
き
一
石
を
投
じ
た
。
や
が
て
こ
の
経
験
は
協
約
上
の
一
典
型
Pattern
と
な
っ
て
、
鉄
鋼
・
電
気
・
機
械
器
具
な
ど
基
幹
部
門
の
協
約
更
新
を
機
会
に
関
連
産
業
に
ひ
ろ
く
浸
透
し
、
よ
う
や
く
五
0
年
代
の
後
半
に
む
か
う
合
衆
国
経
済
の
ゆ
く
て
に
い
く
つ
か
の
重
要
な
問
題
を
投
影
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
贅＇
料---
紹
介
U
n
i
t
e
d
 
フ
ォ
ー
ド
と
ゼ
ネ
ラ
A
u
t
o
m
o
b
i
l
e
 
九
七
R
e
v
i
e
w
,
 A
u
g
u
s
t
 1
9
5
0
,
 
P. 
2
1
8
)
の
洞
期
に
あ
た
り
、
向
う
三
ケ
年
契
約
を
協
定
し
た
。
な
お
同
時
に
、
G
M
-
I
U
E
(
C
I
O
)
 
a
g
r
e
e
m
e
n
t
 
(International 
U
n
i
o
n
 of 
Electrical, 
R
a
d
i
o
 
a
n
d
 
M
a
c
h
i
n
e
 W
o
r
k
e
r
s
.
三
・
五
万
人
）
も
成
立
し
た
。
(cf.
T
h
e
 1
9
5
5
 
F
o
r
d
 
a
n
d
 
G
e
n
e
r
a
l
 
M
o
t
o
r
s
 
U
n
i
o
n
 
Contracts; 
M
o
n
t
h
l
y
 
L
a
ぎ
r
R
e
v
i
e
w
,
 
A
u
g
u
s
t
 1
9
5
5
.
 
PP. 8
7
5
~
8
7
7
)
 
九
五
0
年
に
締
結
さ
れ
た
旧
五
ケ
年
契
約
(cf.
M
o
t
h
l
y
 
L
a
b
o
r
 
新
た
に
間
後
の
一
九
五
五
年
六
月
一
三
日
に
調
印
さ
れ
た
。
両
協
約
と
も
註
F
o
r
d
,
U
A
W
 a
g
r
e
e
m
e
n
t
 
(
一
四
万
人
）
は
一
九
五
五
年
六
月
六
日
に
、
G
M
,
U
A
W
a
g
r
e
e
m
e
n
t
 
(
三
七
・
五
万
人
）
は
そ
の
一
週
展
望
す
る
一
資
料
と
し
た
い
。
高
堂
ー
ー
年
間
保
障
賃
金
制
(
G
u
a
r
a
n
t
e
e
d
A
n
n
u
a
l
 W
a
g
e
 P
l
a
n
)
を
中
心
に
I
俊
JV
。
モ
ー
タ
l
ス
の
新
努
働
協
約
に
つ
い
て
禰
98 
産
業
労
仇
者
は
つ
ね
に
生
活
の
不
安
uncertainty
と
職
場
不
安
次
の
新
型
に
そ
な
へ
る
機
械
設
備
の
改
造
c
h
a
n
g
e
'
o
v
e
r
と
更
新
reto,
oling
の
た
め
暫
時
生
産
を
休
止
し
、
そ
の
間
一
部
労
仇
者
の
一
時
的
解
雇
（
帰
休
制
）
lay,off
を
行
う
実
情
に
も
と
づ
く
。
し
た
が
つ
て
自
動
車job 
へ
て
、
年
々
の
新
型
車
体
供
給
は
秋
口
を
ピ
ー
ク
に
、
そ
れ
が
す
ぎ
る
と
さ
て
、
こ
の
新
ら
し
い
協
約
の
内
容
は
従
来
の
州
失
業
保
険
State
u
n
e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
 benefits
に
犀
左
傭
屯
有
争
U
担
の
迫
や
加
給
付
s
u
p
p
l
e
m
e
n
t
a
l
u
n
e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
 benefits
を
規
定
し
、
さ
ら
に
年
間
生
産
性
向
上
手
当
a
n
n
u
a
l
 
i
m
p
r
o
v
e
m
e
n
t
 
factor
の
増
大
、
熟
練
労
仇
者
へ
の
特
別
給
E
x
t
r
a
 
(additional 
w
a
g
e
 a
d
j
u
e
t
m
e
n
t
)
支
給
、
生
計
費
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
方
式
cost,of,living
escalator 
f
o
r
m
u
l
a
の
改
訂
、
年
金
・
健
康
保
険
。
有
給
休
暇
・
休
日
出
勤
手
当
の
充
実
な
ど
を
含
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
い
ち
連
の
待
遇
改
善
諸
条
項
の
う
ち
、
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
規
定
は
帰
休
労
佑
者
laid,off
w
o
r
k
e
r
の
た
め
の
年
間
賃
金
保
障
制
で
あ
ろ
う
。
往
ん
ら
い
こ
の
よ
う
な
項
目
が
U
A
W
に
よ
っ
て
熱
心
に
お
し
進
め
ら
れ
て
き
た
の
は
、
自
動
車
産
業
そ
の
も
の
が
、
も
っ
と
も
典
型
的
に
市
場
需
要
の
季
節
的
、
景
気
的
変
動
に
敏
感
で
あ
る
こ
と
に
加
insecurity
に
な
や
ま
さ
れ
、
す
で
に
古
く
か
ら
こ
の
脅
威
を
克
服
す
る
(
3
)
 
要
求
を
か
か
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
組
合
幹
部
層
は
こ
の
よ
う
な
実
態
を
よ
そ
に
戦
時
い
ら
い
い
ち
は
や
く
軍
需
生
産
へ
の
協
力
体
制
を
し
く
み
、
独
占
資
本
と
提
携
し
て
も
っ
ぱ
ら
安
住
の
地
位
を
維
持
し
て
き
た
。
や
が
て
こ
う
し
た
妥
協
は
次
第
に
内
部
の
矛
盾
を
ふ
か
め
、
下
層
労
仇
者
と
り
わ
け
先
任
権
seniority
の
低
い
層
へ
鐵
よ
せ
さ
れ
て
、
彼
等
の
不
安
を
ま
す
ま
す
高
め
て
い
っ
た
。
し
か
も
戦
後
の
「
繁
栄
」
の
う
ら
で
は
、
完
全
失
業
お
よ
び
半
失
業
を
ふ
く
む
飛
躍
的
な
実
質
的
失
業
者
群
(
4
)
 
の
増
大
と
、
軍
拡
競
争
の
煽
り
を
く
っ
た
労
佑
強
化
を
テ
コ
と
し
て
、
一
そ
う
下
層
労
仇
者
r
a
n
k
a
n
d
 file
を
生
活
擁
護
の
た
た
か
い
に
あ
っ
め
(
5
)
 
て
い
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
下
層
労
仇
者
の
生
活
不
安
に
た
い
し
て
は
、
殷
ん
の
一
例
で
も
い
ま
ま
で
帰
休
労
佑
者
の
損
失
賃
金
の
わ
っ
か
四
分
の
一
程
度
の
失
業
給
付
し
か
州
か
ら
支
給
さ
れ
な
い
実
情
C
6
)
 
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
機
械
化
・
オ
ー
ト
メ
イ
シ
ョ
ン
と
ス
ピ
ー
ド
・
ア
ッ
。
フ
や
生
産
削
減
に
と
も
な
う
首
切
り
に
よ
り
、
失
業
は
ま
す
ま
す
増
大
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
か
ら
、
い
ま
や
労
佑
組
合
は
仕
事
と
生
活
の
保
障
の
要
求
を
一
層
強
く
前
面
に
お
し
出
す
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
年
間
保
障
賃
金
を
ふ
く
む
一
連
の
組
合
要
求
は
ま
さ
に
「
平
時
に
お
い
て
完
全
(
7
)
 
生
産
と
完
全
雇
傭
を
達
成
す
る
た
め
の
重
要
な
動
議
]
で
あ
っ
た
。
そ
れ
フ
ォ
ー
ド
と
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ス
の
新
労
働
協
約
に
つ
い
て
（
高
堂
）
九
八
99 
は、
(
4
)
 フ
ォ
ー
ド
と
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ス
の
新
労
働
協
約
に
つ
い
て
（
高
堂
）
功
績
を
喧
伝
す
る
恰
好
の
口
実
に
す
り
か
え
ら
れ
る
に
充
分
な
も
の
が
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
労
佑
者
の
要
求
を
か
わ
し
て
巧
妙
に
仕
組
ま
れ
た
形
式
の
う
ら
を
見
れ
ば
「
年
間
保
障
賃
金
」
と
い
い
な
が
ら
、
そ
の
実
た
ん
、、
に
失
業
給
付
の
追
加
に
す
ぎ
ぬ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
程
度
の
社
会
保
障
さ
へ
、
ア
メ
リ
カ
の
も
っ
と
も
「
陽
の
あ
た
る
」
労
仇
者
が
も
つ
て
い
な
こ
の
協
約
に
よ
っ
て
、
自
動
車
資
本
家
が
一
層
自
由
に
策
動
す
る
機
会
を
得
る
よ
う
に
な
っ
(
8
)
 
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
だ
が
い
づ
れ
に
し
て
も
こ
の
協
約
が
、
以
上
の
た
か
い
に
推
し
す
す
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
(
9
)
 
ら
ぬ
。
(
3
)
 F•H•Harbison 
a
n
d
 R. 
D
u
b
i
n
;
 
Patterns 
of 
U
n
i
o
n
 M
a
-
一
九
四
九
年
の
政
府
統
計
に
よ
る
完
全
失
業
者
約
三
五
0
万
人
帰
休
労
働
者
は
も
ち
ろ
ん
、
週
一
ー
一
五
時
間
作
業
の
も
の
も
、
就
労
者
と
し
て
、
除
外
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
非
自
発
的
な
不
完
全
失
業
者
も
実
質
的
な
失
業
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
算
定
す
る
な
ら
n
a
g
e
m
e
n
t
 Relations. 
P. 
18. 
P. 
2
8
 
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
こ
れ
、
と
り
わ
け
組
合
下
部
組
織
の
積
極
的
な
た
よ
う
な
意
味
で
自
動
車
産
業
に
特
徴
的
な
諸
条
件
に
支
え
ら
れ
て
う
み
だ
か
っ
た
こ
と
を
暴
露
し
た
と
同
時
に
、
か
え
つ
て
、
だ
け
に
こ
の
要
求
を
め
ぐ
る
団
体
交
渉
の
妥
結
は
、
や
が
て
労
資
幹
部
の
九
九
0
0
万
人
以
上
の
牛
失
業
者
（
そ
の
う
ち
部
分
的
失
業
者
五
五
0
万
定
さ
れ
る
。
（
エ
ス
・
ス
ミ
ッ
ト
「
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
(
5
)
こ
の
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
・
ア
ッ
プ
に
協
力
し
よ
う
と
す
る
U
A
W
幹
部
の
低
眺
的
方
策
に
対
抗
す
る
下
部
組
織
の
祇
抗
は
、
年
五
月
、
フ
ォ
ー
ド
系
工
場
の
一
五
万
労
働
者
を
右
翼
幹
部
を
の
り
こ
え
た
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
さ
せ
た
。
五
ー
六
頁
お
よ
び
ニ
―
五
頁
参
照
）
。
（
ス
ミ
ッ
ト
、
前
褐
書
―
二
ま
た
ス
ト
ラ
イ
キ
噌
大
の
一
被
的
傾
向
に
つ
い
て
は
Council
of E
c
o
n
o
m
i
c
 Advisers: T
h
e
 
阿
o
n
o
m
i
c
R
e
p
o
r
t
 of 
President. 
J
a
n
u
a
r
y
 1
9
5
3
.
 
P. 
3
9
.
に
(
6
)
S
e
y
m
o
u
r
 E•Harris, 
E
c
o
n
o
m
i
c
s
 
of 
the 
G
u
a
r
a
n
t
e
e
d
 
W
a
g
e
.
 (
M
o
n
t
h
l
y
 L
a
b
o
r
 R
e
v
i
e
w
,
 F
e
b
u
r
a
y
 1
9
5
5
)
 
P. 
1
5
9
.
 
(
7
)
世
界
経
済
研
究
所
「
枇
界
経
済
年
報
」
第
一
九
集
六
三
ー
四
頁
、
七
五
ー
八
頁
参
照
。
(
8
)
前
褐
「
世
界
締
済
年
報
」
七
八
頁
お
よ
び
、
批
界
労
連
調
査
ン
リ
ー
ズ
、
第
一
号
「
年
間
保
瞬
貸
金
」
一
七
頁
参
照
、
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ン
ス
の
労
働
者
の
状
態
」
田
尻
訳
二
八
ー
＝
二
頁
参
照
）
一
九
四
九
人
以
上
）
そ
の
他
を
加
へ
て
一
六
0
0
万
人
以
上
の
失
業
者
群
が
推
ば、
一
九
五
0
年
に
は
、
三
0
0
万
人
以
上
の
完
全
失
業
者
と
一
0
100 
Vol. 3
2
 No. 3
 
P. 
3
8
)
 
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
を
貫
く
共
通
の
要
因
は
年
間
of 
e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
 
す
れ
ば
（
三
）
基
金
が
低
い
先
任
権
の
労
仇
者
へ
支
出
さ
れ
つ
く
し
て
、
（
二
）
会
社
に
と
つ
て
の
無
限
か
つ
不
慮
の
責
任
負
担
の
1
9
5
5
.
 
P. 
1
5
9
)
ほ
ん
4
)
い
は
、
ranteed a
n
n
u
a
l
 w
a
g
e
 ;
 gu
a
r
a
n
t
e
e
d
 e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
 ;
 g
u
a
r
a
n
t
e
e
d
 
(cf. 
M
L
 R.
 
Feb. 
（
一
）
賃
金
の
年
額
を
保
障
す
る
も
の
plans 
g
u
a
r
a
n
t
e
e
i
n
g
 a
n
 a
n
n
u
a
l
 a
m
o
u
n
t
 of w
a
g
e
s
 
（
二
）
年
間
の
雇
傭
量
を
保
障
す
る
も
の
plans
g
u
a
r
n
t
e
e
i
n
g
 a
n
 a
n
n
u
a
l
 a
m
o
u
n
t
 
（
三
）
賃
金
と
雇
傭
を
合
わ
し
て
保
障
す
る
も
の
plans 
g
u
a
r
a
n
t
e
e
i
n
g
 a
 c
o
m
b
i
n
a
t
i
o
n
 of w
a
g
e
s
 a
n
d
 
e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
 
保
障
概
念
a
n
n
u
a
l
security c
o
n
c
e
p
t
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
(
c
f
•
H
B
R
,
U
A
W
も
当
初
は
こ
れ
を
年
間
保
障
賃
金
制
（
一
）
州
の
失
業
保
険
を
受
け
る
帰
休
労
仇
者
に
対
す
る
追
加
給
付
の
支
給
、
回
避
、
や
が
て
高
い
先
任
権
の
労
佑
者
の
利
益
を
犠
牲
に
す
る
よ
う
な
危
険
を
最
小
限
に
く
い
と
め
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
(cf 
M
L
 R. 
A
u
g
.
 1
9
5
5
.
 
P. 8
7
7
)
 
そ
こ
で
こ
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
一
ケ
年
の
先
任
潅
を
も
っ
る
こ
と
、
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
会
社
の
側
か
ら
W
a
g
e
s
.
そ
の
他
の
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
時
あ
る
い
は
そ
れ
以
後
の
帰
休
労
仇
者
に
対
し
て
は
、
甚
金
の
財
政
状
態
と
人
ク
レ
デ
イ
ッ
ト
＞
の
額
と
先
任
権
に
応
じ
て
、
追
加
給
付
を
支
給
す
さ
て
、
こ
こ
で
対
象
と
す
る
従
業
員
の
保
障
制
度
は
、
ひ
ろ
く
gua, 
の
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
追
加
失
業
給
付
supplental
u
n
e
m
p
l
o
y
m
n
e
n
t
 
benefits
の
支
給
規
定
で
あ
ろ
う
。
本
質
上
こ
の
。
フ
ラ
ン
は
、
（
一
）
会
社
は
一
九
五
五
年
六
月
六
日
を
起
点
と
し
て
各
労
仇
者
の
一
時
間
当
り
五
セ
ン
ト
を
こ
の
基
金
trust
f
u
n
d
に
充
当
す
る
こ
と
、
（
二
）
個
々
の
労
佑
者
の
＾
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
＞
の
積
立
、
（
三
）
一
九
五
六
年
六
月
一
日
当
(cf. 
M
L
 R. 
A
u
g
.
 1
9
5
5
 
P
P
.
 8
7
6
~
7
)
 
と
こ
ろ
で
U
A
W
協
約
に
お
け
る
年
間
保
障
プ
ラ
ン
の
中
核
を
な
す
も
普
告
を
発
せ
し
め
た
怯
ど
真
剣
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
(
9
)
フ
ォ
ー
ド
組
合
は
六
月
六
日
を
期
し
て
一
部
ス
ト
に
突
入
し
、
ゼ
g
u
a
r
a
n
t
e
e
d
 a
n
n
u
a
1
 w
a
g
e
 plan
と
し
て
提
出
し
て
い
た
が
、
後
に
は
一
そ
う
広
汎
に
雇
傭
保
障
制
g
u
a
r
a
n
t
e
e
d
e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
 plan
と
し
て
P
P
.
 9
1
5
~
7
)
・
 
い
る
。
こ
れ
は
組
合
幹
部
に
「
全
国
的
交
渉
を
妨
害
す
る
も
の
」
と
う
ち
だ
し
て
い
る
。
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ス
組
合
の
一
部
も
六
月
七
日
に
ス
ト
に
入
っ
て
フ
ォ
ー
ド
と
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ス
の
新
労
働
協
約
に
つ
い
て
（
高
堂
）
(cf. 
M
L
R
.
 A
u
g
.
 P. 
8
7
5
,
 AER•Dec. 
1
9
5
4
 
1
0
0
 
IOI 
フ
ォ
ー
ド
と
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ス
の
新
労
働
協
約
に
つ
い
て
（
高
堂
）
1
0
 
運
営
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
が
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
わ
れ
な
い
。
(cf. 
M
L
 
R, ibid, 
P
.
 8
7
8
)
 
こ
の
プ
ラ
ン
の
全
般
的
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
こ
う
し
た
給
付
が
支
給
さ
れ
る
た
め
に
州
失
業
保
険
が
切
下
げ
ら
れ
た
り
、
取
消
さ
れ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
な
お
、
基
金
の
早
期
積
立
の
必
要
上
、
協
約
の
第
一
年
目
は
給
付
が
行
と
こ
ろ
で
こ
の
。
フ
ラ
ン
の
実
施
に
あ
た
つ
て
は
な
お
諸
種
の
条
件
が
考
ト
以
下
に
減
少
し
た
と
き
は
支
給
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
付
額
は
二
0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
だ
け
切
下
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
四
。
ハ
ー
セ
ン
取
給
料
の
六
0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
に
変
動
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
下
に
低
下
し
た
と
き
に
は
、
週
給
合
、
基
金
が
最
大
額
の
一
三
。
ハ
ー
セ
ン
ト
ま
で
減
少
す
る
ま
で
は
支
払
8
7
7
)
 
1
0
•
三
ド
ル
の
合
計
五
ニ
・
ニ
―
ド
ル
を
受
給
し
、
こ
れ
は
正
規
手
(cf. 
M
L
 
R
,
 
ibid. 
P. 8
7
8
)
.
 
こ
う
し
て
実
際
に
給
付
が
支
給
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
弓
int
が
積
立
て
ら
れ
る
仕
組
に
な
っ
て
い
る
。
(cf 
M
L
 
R, ibid. 
P. 
オ
ー
ド
）
五
、
五
0
0万
ド
ル
の
基
金
最
大
額
当
り
約
四
0
0ド
ル
と
な
り
、
約
一
四
万
人
の
労
仇
者
を
対
象
に
（
フ
m
a
x
i
m
u
m
 f
u
n
d
i
n
g
 
者
一
人
一
時
間
当
り
五
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
そ
の
最
大
目
標
総
額
は
一
人
た
労
仇
者
の
全
部
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
帰
休
者
に
ほ
年
二
六
週
を
最
大
限
に
、
週
ニ
ド
ル
か
ら
二
五
ド
ル
に
お
よ
ぷ
現
金
給
付
を
与
へ
る
こ
と
と
こ
れ
は
州
失
業
保
険
S
t
a
t
e
u
n
e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
 c
o
m
p
e
n
s
a
t
i
o
n
 
b
e
n
e
f
i
t
s
と
合
計
で
、
最
初
の
四
週
間
は
正
規
四
0
時
間
週
給
（
手
取
額
）
w
e
e
k
l
y
 
s
t
r
a
i
g
h
t
,
t
i
m
e
 
pay'"(after 
t
a
x
e
s
)
の
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
後
二
二
週
間
は
そ
の
六
0
バ
ー
セ
ン
ト
を
補
償
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
追
加
支
給
の
た
め
の
会
社
の
負
担
金
は
、
先
に
も
の
べ
た
よ
う
に
労
仇
な
る
。
げ
る
な
ら
ば
、
デ
ト
ロ
イ
ト
の
一
労
仇
者
（
妻
お
よ
び
子
供
一
人
）
の
場
る。
(cf. 
M
L
 
R
,
 ibid, 
P
P
.
 8
7
8
~
9
)
 
い
ま
実
際
の
受
給
例
を
あ
会
社
側
代
表
三
名
、
組
合
側
代
表
三
名
に
、
彼
等
の
指
名
す
る
委
員
長
u
m
p
i
r
e
を
加
へ
た
計
七
名
か
ら
な
り
、
帰
休
労
佑
者
の
受
給
資
格
や
受
給
額
の
審
査
決
定
に
最
終
的
責
任
u
l
t
i
m
a
t
e
responsibility,
を
も
つ
て
い
る
。
こ
の
運
営
費
a
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n
cost
は
基
金
か
ら
ま
か
な
わ
れ
合
、
彼
の
週
四
0
時
間
に
対
す
る
基
本
給
と
生
計
費
手
当
の
合
計
が
税
込
一
0
0
ド
ル
、
税
引
で
八
七
・
O
ニ
ド
ル
と
す
る
。
も
し
彼
が
帰
休
さ
せ
ら
れ
る
と
、
ま
づ
ミ
シ
ガ
ン
州
失
業
保
険
を
週
四
ニ
ド
ル
受
給
し
、
保
障
賃
金
は
最
初
の
第
一
週
を
待
っ
て
(
w
a
i
t
i
n
g
p
e
r
i
o
d
)
次
週
以
後
の
四
週
間
に
毎
週
一
四
・
五
六
ド
ル
支
給
さ
れ
る
。
こ
れ
は
失
業
保
険
と
合
計
し
て
五
六
•
五
六
ド
ル
と
な
り
、
彼
の
正
規
手
取
給
料
A
t
a
k
e
,
h
o
m
e
>
,
p
a
y
の
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
。
な
お
そ
れ
以
後
の
エ
ニ
週
間
は
、
毎
週
四
ニ
ド
ル
の
州
失
業
保
険
と
保
障
賃
金
基
金
trust
f
u
n
d
か
ら
の
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こ
こ
で
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
は
、
生
産
性
向
上
手
当
a
n
n
u
a
l
i
m
p
r
o
v
e
m
n
t
 factor
お
よ
び
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
条
項
e
啓
alator
provisions
の
変
更
と
、
特
定
熟
練
労
佑
者
の
特
別
給
規
定
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
新
生
産
性
向
上
手
当
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
そ
の
基
本
率
b
a
s
e
rate
は
毎
年
六
月
一
日
付
を
も
つ
て
本
給
b
a
s
e
p
a
y
の
ニ
・
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
（
最
低
で
六
セ
ン
ト
の
噌
額
）
だ
け
上
昇
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
増
額
は
最
高
賃
率
労
仇
者
の
場
合
で
一
時
さ
て
、
右
に
見
た
年
間
保
障
規
定
と
同
時
に
で
き
た
賃
金
増
額
規
定
も
る。
(cf. 
M
L
 R,
 ibid, 
P. 8
7
8
)
 
賃
金
が
増
額
（
一
時
間
当
リ
五
セ
ン
ト
）
さ
れ
る
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
れ
な
い
こ
と
に
も
な
る
。
そ
う
し
た
取
止
め
や
、
失
敗
の
場
合
に
は
、
こ
関
係
で
あ
る
と
い
う
会
社
に
有
利
な
規
定
が
与
へ
ら
れ
る
ま
で
は
実
施
さ
も
し
こ
の
こ
と
の
保
証
が
一
九
五
七
年
六
月
一
日
に
な
っ
て
も
立
法
化
さ
れ
な
い
な
ら
給
付
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
ま
た
会
社
の
基
金
へ
の
拠
出
金
を
非
課
税
経
費
contribution
deductible 
e
x
p
e
n
s
e
 
for F
e
d
e
r
a
l
 i
n
c
o
m
e
 t
a
x
 p
u
r
p
o
s
e
s
と
し
、
拠
出
金
は
残
業
分
に
は
無
の
協
約
の
残
存
期
間
の
間
、
一
時
間
当
り
五
セ
ン
ト
の
拠
出
金
額
分
だ
け
間
当
り
八
・
五
セ
ン
ト
と
な
る
。
こ
の
新
規
定
は
旧
協
約
と
は
（
一
）
そ
の
増
大
額
に
お
い
て
（
二
）
一
時
間
当
り
の
一
律
な
金
額
よ
り
む
し
ろ
そ
の
パ
ー
セ
ン
テ
イ
ジ
を
規
定
し
て
い
る
点
で
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
一
九
五
三
年
と
五
四
年
で
は
、
そ
れ
は
一
時
間
に
つ
き
五
セ
ン
ト
、
九
五
一
年
と
五
二
年
で
は
四
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
特
別
給
E
x
t
r
a
w
a
g
e
規
定
は
技
術
工
場
skilled
trades
の
見
習
労
な
い
し
一
八
セ
ン
ト
の
手
当
を
支
給
す
る
。
(
M
L
R
,
 ibid. 
P. 8
7
9
)
.
 
ま
た
生
計
費
手
当
cost,of,living
a
l
l
o
w
a
n
c
e
は
生
活
費
の
変
動
に
応
ず
る
よ
う
に
、
労
仇
統
計
局
B
u
r
e
a
u
o
f
 L
a
ぎ
r
Statistics
の
消
費
者
物
価
指
数
C
o
n
s
u
m
e
r
Price I
n
d
e
xの
変
動
0
•
五
に
対
し
て
一
時
間
当
り
一
セ
ン
ト
だ
け
ス
ラ
イ
ド
さ
れ
る
。
こ
れ
は
旧
協
約
で
C
P
I
-
一
三
・
六
を
0
．
六
超
え
る
分
に
一
セ
ン
ト
と
決
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
半
休
日
の
追
加
（
大
晦
日
と
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ヴ
）
休
日
出
勤
手
当
、
長
期
勤
続
者
へ
の
特
別
有
給
休
暇
の
追
加
な
ど
が
織
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
(cf.
M
 L
R
,
 ibid, 
P. 
8
7
9
)
.
 
え
ば
退
職
給
付
r
e
t
i
r
e
m
e
n
t
benefit
の
月
率
は
一
・
七
五
ド
ル
か
ら
二
・
ニ
五
ド
ル
に
引
上
げ
ら
れ
た
。
し
た
が
つ
て
三
0
年
勤
続
し
た
も
の
な
ら
ば
月
額
六
七
•
五
0
ド
ル
（
旧
五
ニ
・
五
O
F
J
V
)
を
受
給
す
る
こ
と
な
お
年
金
お
よ
び
保
険
給
付
に
も
か
な
り
の
変
更
が
見
ら
れ
る
。
た
と
仇
者
a
p
p
r
e
n
t
i
c
e
に
一
時
間
五
セ
ン
ト
を
、
熟
練
労
仇
者
に
は
八
、
1
0
 
フ
ォ
ー
ド
と
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ス
の
新
労
働
協
約
に
つ
い
て
（
高
堂
）
1
0
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フ
ォ
ー
ド
と
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ス
の
新
労
働
協
約
に
つ
い
て
（
高
堂
）
こ
と
に
よ
っ
て
従
業
員
の
随
時
の
早
期
退
職
を
可
能
と
し
、
受
給
者
年
令
を
五
0
オ
か
ら
六
五
オ
ま
で
延
長
さ
し
て
い
る
。
か
く
て
た
と
え
ば
少
な
く
も
一
0
ケ
年
勤
続
者
で
四
0
オ
ま
た
は
そ
れ
以
後
に
退
職
し
た
も
の
は
誰
で
も
、
六
五
オ
に
達
す
る
ま
で
月
率
ニ
・
ニ
五
ド
ル
に
三
0
オ
か
ら
退
職
ま
で
の
正
確
な
勤
続
年
数
を
乗
じ
た
給
付
が
毎
月
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
(cf.
M
L
 
R, ibid, 
P
P
 8
7
9
~
8
0
)
そ
の
他
、
保
健
・
健
康
保
険
の
拡
充
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。
以
上
に
見
た
の
が
フ
ォ
ー
ド
協
約
に
お
け
る
諸
規
定
の
う
ち
保
障
な
い
し
改
善
条
項
の
主
な
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ス
協
約
で
も
概
し
て
こ
れ
と
同
様
の
諸
規
定
が
見
ら
れ
る
。
た
ゞ
後
者
の
若
千
の
相
違
は
、
休
日
出
勤
手
当
と
賃
金
格
差
調
整
jnequity
a
d
j
u
s
t
m
e
n
t
の
規
定
で
あ
ろ
う
。
賃
金
調
整
に
つ
い
て
は
フ
ォ
ー
ド
の
場
合
、
正
規
の
基
金
な
し
で
行
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
平
均
し
て
労
佑
者
一
時
間
当
り
約
二
セ
ン
ト
の
基
金
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
フ
ォ
ー
ド
で
は
以
前
か
ら
す
で
に
ユ
ニ
オ
ン
・
シ
ョ
ッ
プ
制
が
し
か
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
旧
協
約
の
＾
制
限
＞
ュ
ニ
オ
ン
・
シ
ョ
ッ
プ
制
"
modified'̀
 
u
n
i
o
n
 s
h
o
p
か
ら
新
協
約
の
完
全
ユ
ニ
オ
ン
・
シ
ョ
ッ
プ
制
ful
u
n
i
o
n
 
s
h
o
p
に
か
わ
っ
た
。
ま
た
追
加
失
業
給
付
規
定
も
原
則
的
に
は
か
わ
り
が
な
い
が
、
そ
の
最
大
基
金
額
は
、
労
佑
者
数
が
三
七
・
五
万
人
(
U
A
に
な
る
。
ま
た
受
給
資
格
勤
続
年
数
を
三
0
年
か
ら
一
0
年
に
引
下
げ
る
w系
）
で
あ
る
か
ら
、
一
五
、
0
0
0万
ド
ル
と
な
り
フ
ォ
ー
ド
の
三
倍
近
く
に
も
匹
敵
す
る
額
に
見
積
ら
れ
て
い
る
。
昇
給
率
も
同
じ
率
で
あ
る
が
、
両
者
の
賃
金
構
造
上
の
相
違
か
ら
、
最
高
率
賃
金
労
佑
者
の
昇
給
は
フ
ォ
ー
ド
を
上
廻
り
、
大
凡
一
時
間
に
つ
き
一
0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。
(cf.
M
L
 
R, 
A
u
g
.
 1
9
5
5
 
P
P
.
 8
8
0
~
8
1
)
 
10三
1人1時間当りのコスト（セント）
饗 目
Ford-UAW,GM-UAWj GM-IUE 
追加失業給付基金 5.0 5.0 
I 
5.0 
年金改善基金 4.5 3.8 4.0 
生産性向上引当金 6.1 6.1 6.2 
賃金格差調整 賓金 1.3 3.1 2.9 
有給休暇手当準備金 0.2 0.2 0.5 
健 康 保 険 料 1. 7 1. 7 1.0 
休日出勤手当資金 0.8 0.9 0.8 
夜勤及土曜出勤手当資金 0.1 0.8 
総 額 19.6 20.9 21.2 
cf. Monthly Labor Review, Aug. 1955. P. 881 
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も
ま
た
、
か
つ
て
見
な
い
階
級
協
調
の
制
度
的
条
文
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
で
あ
る
よ
う
に
、
と
り
わ
け
旧
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
ク
ー
ス
l
u
A
W
協
約
の
こ
と
が
ら
を
附
記
し
て
お
こ
う
。
立
入
っ
た
考
察
と
批
評
を
行
う
余
裕
を
も
た
な
い
が
、
注
意
す
べ
き
る
と
そ
の
内
容
が
多
様
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
こ
で
は
か
な
り
の
費
用
負
担
な
う
総
コ
ス
ト
な
い
し
は
費
用
の
貨
幣
的
計
算
を
発
表
し
て
い
な
い
。
組
合
側
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
コ
ス
ト
負
担
は
フ
ォ
ー
ド
(
U
A
W
)
の
場
合
は
一
人
一
時
間
当
り
一
九
・
六
セ
ン
ト
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ス
の
場
合
、
U
A
W
協
約
で
二
0
・
九
セ
ン
ト
、
I
U
E
協
約
で
ニ
―
・
ニ
セ
ン
ト
に
な
る
と
計
算
さ
れ
て
い
る
。
参
考
の
た
め
に
こ
れ
ら
コ
ス
ト
以
上
に
見
た
の
が
全
米
自
動
車
労
組
(
U
A
W
)
の
締
結
し
た
新
協
約
さ
て
、
特
権
的
な
組
合
幹
部
に
委
ね
ら
れ
た
多
く
の
労
佑
協
約
が
そ
う
第 1表
の
概
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
内
容
の
個
々
の
点
に
つ
い
て
、
よ
り
生計費指数
四
1939-100 
年次
労働省指数
；丁云
1939 
1945 
1946 
1947 
1948 
1949 
1950 
1951. 
1952•7月 I
100 
129.2 
140.1 
160.2 
172.2 
170.2 
172.2 
187.0 
193.9 
100 
129.4 
140.3 
160 •6 
172.9 
171.2 
172.9 
186.7 
192.0 
電気ラジ
オ機械
労組指数
100 
181.3 
191. 7 
I 
219. 6 | 
234.0 
蕊0.7
！ 
240.8 
270.0 
288.7 
の
項
目
別
配
分
(
b
r
e
a
k
,
d
o
w
n
)
表
を
示
せ
ば
前
頁
の
よ
う
に
な
る
。
は
被
う
ぺ
く
も
な
い
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
。
た
ゞ
会
社
は
、
こ
れ
に
と
も
に
し
た
が
つ
て
羅
列
的
に
紹
介
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
さ
て
、
い
ま
ま
で
は
こ
れ
ら
新
協
約
の
経
済
的
諸
条
項
を
公
表
の
資
料
生
計
費
指
数
に
む
す
び
つ
け
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
条
項
、
ス
ト
返
上
誓
約
no-strike 
p
l
e
d
g
e
s、
ス
ビ
ー
ド
ア
ッ
プ
」
な
ど
賃
金
ス
ト
ッ
プ
の
合
理
化
と
、
独
占
資
本
の
生
産
性
向
上
政
策
に
追
従
す
る
こ
う
し
た
協
調
主
義
の
結
末
は
、
明
ら
か
に
「
組
合
の
戦
斗
性
と
斗
争
力
を
く
ず
し
、
団
体
交
渉
を
骨
抜
き
に
し
破
壊
し
、
労
仇
者
を
生
活
水
準
の
低
下
に
追
い
こ
み
、
(
1
)
 
雇
傭
者
に
か
ぎ
り
な
き
利
潤
を
保
証
す
る
も
の
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
事
実
、
ア
メ
リ
カ
の
組
合
と
会
社
の
間
の
賃
金
協
定
は
一
ケ
年
と
い
う
の
が
普
通
で
あ
っ
た
の
に
、
こ
こ
で
は
以
前
に
ニ
ケ
年
、
一
九
五
0
年
に
は
五
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
五
ケ
年
と
い
う
長
期
の
協
定
、
賃
金
率
を
政
府
の
フ
ォ
ー
ド
と
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ス
の
新
労
働
協
約
に
つ
い
て
（
高
堂
）
1
0
四
105 
フ
ォ
ー
ド
と
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ス
の
新
労
働
協
約
に
つ
い
て
（
高
堂
）
労
仇
省
指
数
そ
の
も
の
が
す
で
に
ア
メ
リ
カ
労
佑
者
の
生
活
水
準
を
戦
前
1
0
五
一
九
四
八
年
の
利
潤
を
三
億
九
千
四
百
万
ド
ル
す
な
わ
ち
九
第][表
年次
1899 
1939 
1947 
1952 
373 
649 
669 
1899=100 
労働者実質労働者 1
生産高 1人当り の相対
生産高 年所得的地位
----
I 
100 i 100 I 100 I 100 ! 
| 
199 I i:''  
I i 
231 I 1 
I I 
269 I 1: 
I I 
19 
13 
18 
70 
58 
51 
ケ
年
、
そ
し
て
今
回
の
三
ケ
年
と
ひ
き
っ
ゞ
き
十
ケ
年
に
わ
た
つ
て
賃
金
ス
ト
和
契
約
を
と
り
結
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
労
佑
者
は
、
こ
の
十
年
間
、
C
P
I
に
期
待
す
る
こ
と
以
外
に
は
何
一
っ
と
し
て
出
来
な
い
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
逆
に
徹
底
的
な
労
仇
強
化
ー
能
率
増
大
に
追
い
こ
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
事
実
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
労
仇
省
生
計
費
指
数
と
、
全
米
電
気
ラ
ヂ
オ
機
械
労
組
U
n
i
t
e
d
Electical, R
a
d
i
o
 
a
n
d
 
M
a
c
h
i
n
e
 
W
o
r
k
e
r
s
が
価
格
と
租
税
の
上
昇
に
つ
い
て
の
官
庁
統
計
資
料
に
基
づ
い
て
算
定
し
た
生
計
贅
指
数
と
を
比
較
し
て
見
よ
う
（第
I
表
）
、
。
ま
た
こ
の
組
合
の
資
料
を
も
と
に
つ
く
ら
れ
た
労
佑
者
状
態
(
3
)
 
の
指
数
を
見
よ
う
（
第
Il
表
）
。
も
は
や
第
I
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
の
取
り
分
の
低
減
l
相
対
的
窮
乏
化
を
は
つ
き
り
と
示
す
も
の
で
あ
る
。
ツ
。
フ
協
定
1
平
セ
ン
ト
以
上
も
増
大
し
た
の
に
、
実
質
収
入
は
一
0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
近
く
も
に
比
べ
て
五
0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
以
上
も
低
く
見
積
つ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
そ
こ
で
は
、
こ
の
指
数
が
労
仇
者
の
賃
金
を
極
端
な
ま
で
に
低
く
抑
え
よ
う
と
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
ま
た
第
n表
か
ら
は
、
九
三
九
年
を
基
準
に
一
九
五
二
年
を
見
れ
ば
、
労
仇
生
産
性
が
三
0
。ハー
低
下
し
て
い
る
の
が
分
る
。
そ
の
こ
と
ほ
搾
取
の
急
激
な
強
化
と
労
佑
者
こ
の
よ
う
に
労
仇
省
生
肝
費
指
数
は
数
字
の
恣
意
的
な
加
工
に
よ
っ
て
、
(
4
)
 
実
質
的
な
生
活
水
準
を
お
よ
そ
か
け
離
れ
て
見
積
る
ば
か
り
か
、
実
質
賃
金
切
下
げ
、
企
業
利
潤
の
増
大
に
恰
好
な
客
観
的
基
礎
を
あ
た
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
う
し
た
指
数
に
よ
り
ど
こ
ろ
を
求
め
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
方
式
I
賃
金
協
定
は
一
方
で
労
佑
者
の
窮
乏
化
を
代
債
に
、
他
方
で
は
独
占
資
本
の
莫
大
な
利
潤
を
「
十
年
間
」
の
あ
い
だ
手
ば
な
し
で
保
証
す
る
も
の
以
外
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
事
実
、
一
九
五
一
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
株
式
会
社
の
利
潤
総
額
は
官
庁
資
料
に
よ
れ
ば
四
二
九
億
ド
ル
に
も
達
し
た
が
、
こ
れ
は
第
二
次
大
戦
中
の
平
均
利
潤
よ
り
六
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
多
く
、
一
九
三
八
年
の
利
潤
の
実
に
一
三
倍
に
も
の
ぼ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
独
占
体
の
利
潤
は
巨
額
を
き
わ
め
、
た
と
え
ば
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ス
の
純
利
益
は
一
九
五
0
年
に
八
億
一
二
千
四
百
万
ド
ル
に
達
し
、
106 
自動車工業労働者の賃金
摘 要 1941 11952•7月
週間賃金指数 (A) 100 174.4 
電工労組生計費指数(B) 100 249.1 
実質賃金指数 (A)/(B) 100 70.0 
能率上昇指数 (C)
100 120' 
実（能質率賃上金昇指考数慮 (A)/(B) 100 58.2 
l (C) 
工
業
労
佑
者
の
実
態
を
さ
き
の
電
気
・
ラ
ヂ
オ
・
機
械
労
組
指
数
と
の
比
較
で
、
は
つ
き
り
と
示
し
て
(
6
)
 
い
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
分
る
よ
う
に
、
自
動
車
工
業
労
仇
者
の
実
質
賃
金
は
、
一
九
五
二
年
七
月
に
は
一
九
四
一
年
の
状
態
か
ら
三
0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
も
低
下
し
て
お
り
、
か
り
に
二
0
パ
ー
セ
ン
ト
の
能
率
増
大
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
そ
の
同
じ
期
間
に
出
来
高
当
り
の
賃
金
は
四
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
も
低
下
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ヽ
し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
労
佑
者
階
級
の
貧
困
化
に
支
え
ら
れ
た
見
、
、
、
せ
か
け
の
「
繁
栄
」
は
、
す
で
に
経
済
的
危
機
の
ふ
か
ま
り
と
は
無
関
係
で
あ
り
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
労
佑
者
階
級
の
生
活
水
準
を
た
え
ず
極
端
な
最
低
限
に
お
さ
え
て
お
く
か
ぎ
り
、
勤
労
大
衆
の
支
払
能
力
あ
る
苧
醤
要
ら
な
い
。
上
表
は
自
動
車
る
。
だ
か
ら
、
ヘ
ラ
ー
委
員
会
Heller
C
o
m
m
i
t
t
e
e
 for 
R
e
s
a
r
c
h
 in 
Social 
E
c
o
n
o
m
i
c
s
 
(University of 
California)
が
「
廻
密
準
的
｝
か
9
筵
康
、
品
位
、
道
徳
的
幸
福
」
を
保
っ
た
め
の
「
家
計
予
算
」
と
い
う
名
目
で
、
そ
の
実
き
わ
め
て
つ
つ
ま
し
い
生
活
を
対
象
に
算
定
し
た
指
数
で
す
ら
、
一
九
五
0
年
の
平
均
賃
金
で
、
そ
れ
に
達
し
て
い
る
も
の
は
全
体
の
七
0
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
ま
し
て
官
庁
統
計
に
よ
れ
ば
全
世
帯
の
お
(
8
)
 
よ
そ
四
分
の
三
が
そ
れ
以
下
に
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
、
か
つ
て
こ
の
国
の
「
労
佑
者
、
と
り
わ
け
熟
練
工
は
、
他
の
主
要
な
資
本
主
義
国
に
お
け
る
よ
り
も
か
な
り
高
賃
金
を
手
に
し
え
た
が
、
こ
う
し
た
＾
高
賃
金
＞
も
、
よ
り
き
び
し
い
労
佑
強
化
や
、
よ
り
大
き
な
失
業
の
脅
威
や
労
佑
条
件
の
危
険
、
社
会
保
障
の
全
く
の
欠
如
な
ど
の
要
因
で
相
殺
さ
(
9
)
 
れ
た
」
の
で
あ
る
。
い
ま
や
、
こ
の
諸
要
因
は
皮
相
的
な
「
繁
栄
」
の
な
か
で
加
速
度
的
に
増
大
し
、
そ
れ
だ
け
労
佑
者
階
級
の
絶
対
的
・
相
対
的
窮
乏
化
は
拡
大
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
事
実
を
考
へ
な
け
れ
ば
な
化
で
補
顧
さ
れ
る
か
ら
、
呼
び
戻
さ
れ
る
率
は
少
く
な
る
）
傾
向
が
あ
あ
ら
わ
に
す
す
ん
で
い
る
て
の
失
業
者
は
ま
す
ま
す
増
大
す
る
（
一
時
解
濯
者
も
労
働
強
化
と
機
械
者
の
窮
乏
化
が
い
よ
い
よ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
労
仇
0
パ
ー
セ
ン
ト
も
凌
ぐ
も
(
5
)
 
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
プ
オ
ー
ド
と
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ス
の
新
労
働
協
約
に
つ
い
て
（
高
堂
）
一
方
で
の
生
産
能
力
の
増
大
と
ま
す
ま
は
ま
す
ま
す
減
退
さ
せ
ら
れ
て
、
(
7
)
 
す
背
離
し
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
独
占
体
は
労
佑
強
化
と
機
械
化
を
利
用
し
て
一
層
少
な
い
労
務
費
la
ぎ
r
cost
で
生
産
増
大
を
は
か
り
、
中
小
会
社
は
生
産
削
減
の
た
め
に
雇
傭
の
切
下
げ
を
行
う
か
ら
全
体
と
し
1
0
六
107 
フ
ォ
ー
ド
と
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ス
の
新
労
働
協
約
に
つ
い
て
（
高
堂
）
-
0
七
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
国
の
失
業
補
償
制
度
は
き
わ
め
て
不
充
分
な
形
で
し
か
発
展
し
て
き
て
い
な
い
。
州
に
よ
る
給
付
の
不
平
等
は
も
ち
ろ
ん
、
農
産
物
加
工
従
業
員
、
家
事
使
用
人
、
非
営
利
団
体
の
職
員
、
そ
こ
で
は
控
え
め
な
報
告
で
も
な
お
一
、
二
0
0万
の
労
佑
者
を
保
護
す
る
必
要
が
説
か
れ
て
い
る
。
(
-
九
五
五
・
八
月
ミ
ッ
チ
ェ
ル
労
働
長
官
）
、、
追
加
的
失
業
給
付
と
よ
ば
れ
る
U
A
W
協
約
の
保
障
賃
金
プ
ラ
ン
は
こ
う
し
た
情
勢
の
な
か
で
産
み
だ
さ
れ
た
。
そ
の
意
味
で
は
一
自
動
車
産
業
に
固
有
な
先
進
的
制
度
で
な
い
ば
か
り
か
、
実
は
、
経
済
的
「
繁
栄
」
の
苦
悩
の
あ
ら
わ
れ
と
い
え
よ
う
。
ま
こ
と
に
そ
れ
は
、
ま
す
ま
す
独
占
を
維
持
し
強
化
し
よ
う
と
す
る
こ
の
国
の
企
業
支
配
者
に
と
つ
て
、
支
払
能
力
あ
る
需
要
I
購
買
力
の
減
退
と
下
層
労
仇
者
の
熾
烈
な
要
求
の
前
の
、
A
必
要
な
悪
necessary
evil)> !al.
ち
が
い
な
か
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
一
方
で
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
方
式
に
よ
る
賃
金
協
定
で
賃
金
ス
ト
ッ
プ
と
ス
ト
規
制
を
制
度
化
し
、
他
方
で
ス
ビ
ー
ド
・
ア
ッ
プ
と
オ
ー
ト
メ
イ
シ
ョ
ン
化
に
よ
り
、
莫
大
な
独
占
利
潤
か
ら
の
拠
出
を
相
殺
し
て
余
り
あ
る
も
の
(
1
0
)
 
が
仕
組
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
実
際
そ
う
し
た
こ
と
は
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
の
を
見
て
も
分
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
保
障
は
直
接
に
利
潤
を
基
礎
と
す
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。
す
べ
て
の
保
障
賃
金
は
各
会
社
の
利
潤
か
ら
支
払
わ
れ
る
筈
で
あ
る
。
そ
の
ゆ
え
に
組
合
も
会
社
も
、
に
労
使
協
調
、
と
り
わ
け
組
合
の
積
極
的
協
力
が
強
く
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
経
営
は
す
で
に
労
佑
者
の
犠
牲
に
お
い
て
、
莫
大
な
利
潤
を
確
保
し
て
き
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
見
れ
ば
、
も
は
や
そ
こ
か
ら
産
み
だ
さ
れ
た
矛
盾
の
解
決
を
こ
う
し
た
形
で
試
み
る
こ
と
こ
そ
、
経
(
1
2
)
 
営
の
責
任
を
労
佑
者
に
転
嫁
す
る
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
常
に
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
も
つ
て
マ
キ
シ
マ
ム
な
利
潤
の
創
出
を
企
て
る
独
占
資
本
の
論
理
は
、
す
で
に
当
面
の
経
済
的
負
担
を
相
殺
す
る
た
め
の
方
策
1
労
仇
強
化
と
オ
ー
ト
メ
イ
シ
ョ
ン
化
ー
ー
を
お
し
す
す
(
1
3
)
 
め
て
い
る
。
生
産
性
向
上
手
当
a
n
n
u
a
l
i
m
p
r
o
v
e
m
e
n
t
 factor
の
僅
か
ば
か
り
の
増
額
は
皮
肉
に
も
こ
う
し
た
実
態
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
機
械
の
採
用
ー
~
オ
ー
ト
メ
イ
イ
シ
ョ
ン
ー
は
「
理
論
的
に
は
、
需
要
の
増
大
以
上
に
生
産
能
力
を
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
経
験
的
に
は
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
こ
の
二
つ
の
目
的
を
同
時
に
獲
得
す
る
た
め
州
お
よ
び
地
方
自
治
体
の
公
務
員
は
失
業
保
険
か
ら
除
外
さ
れ
て
お
り
、
と
も
に
会
社
の
利
潤
創
出
力
profit-making
ability
を
保
護
す
る
よ
う
な
保
障
賃
金
プ
ラ
ン
を
創
設
す
る
義
務
を
も
つ
。
さ
も
な
け
れ
ば
保
障
の
(
1
1
)
 
源
泉
は
双
方
の
犠
牲
に
お
い
て
破
壊
さ
れ
よ
う
」
と
。
い
う
ま
で
も
な
く
、、
こ
れ
は
、
失
業
に
対
し
て
保
障
を
求
め
る
労
佑
と
、
コ
ス
ト
を
切
下
げ
、
よ
、、
り
大
き
な
利
潤
を
欲
す
る
経
営
の
二
つ
の
論
理
を
、
生
産
と
雇
傭
の
連
続
的
規
則
性
c
o
n
昔
u
i
n
g
regularity
、
す
な
わ
ち
生
産
安
定
化
production
stabilization 
1.
お
い
て
井
六
通
の
分
母
c
o
m
m
o
n
d
e
n
o
m
i
n
a
t
o
r
と
見
108 
常
に
商
品
生
産
能
力
を
増
大
す
る
以
上
に
需
要
を
増
大
し
た
」
(
1
4
)
と
弁
護
し
な
が
ら
、
「
若
じ
フ
ォ
ー
ド
ー
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ス
型
協
約
の
ひ
ろ
ま
り
が
オ
ー
ト
メ
イ
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
傾
向
を
も
っ
と
し
た
ら
か
え
G
1
5
)
 
つ
て
良
い
こ
と
だ
」
と
ほ
の
め
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
不
振
を
続
け
て
い
る
産
業
、
経
済
的
能
力
に
お
い
て
劣
る
企
業
、
し
た
が
つ
て
中
小
会
社
の
多
く
に
と
つ
て
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
の
(
1
6
)
 
実
施
に
大
き
な
経
済
的
障
害
の
あ
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
自
動
車
産
業
に
お
い
て
す
ら
、
フ
ォ
ー
ド
や
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ス
の
利
潤
増
大
と
生
産
増
加
に
比
べ
て
ビ
ッ
グ
・
ス
リ
ー
の
一
っ
と
い
わ
れ
る
ク
ラ
イ
ス
ラ
1
C
h
r
y
s
l
e
r
 C
o
.
で
も
利
潤
の
減
少
と
生
産
の
大
巾
削
減
を
み
、
ま
し
て
ス
チ
ュ
ー
ド
ベ
ー
カ
ー
S
t
u
d
e
b
a
k
e
r
C
o
.
ナ
ッ
シ
ュ
N
a
s
h
C
o
.
そ
の
他
の
中
小
会
社
は
利
瀾
ど
こ
ろ
か
赤
字
を
か
か
え
、
大
企
業
の
圧
迫
を
避
け
る
た
め
に
企
業
合
同
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
実
情
で
あ
る
。
だ
か
ら
そ
こ
で
は
生
産
の
削
減
に
と
も
な
う
失
業
の
増
加
は
全
く
累
積
的
と
な
(
1
7
)
 
つ
て
き
て
い
る
。
し
か
も
皮
肉
な
こ
と
に
は
、
こ
う
し
た
失
業
の
不
安
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
企
業
に
こ
そ
、
保
障
賃
金
プ
ラ
ン
は
要
求
さ
れ
、
存
在
理
由
を
も
つ
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
労
仇
強
化
に
と
も
な
う
過
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
損
耗
は
、
賃
金
・
手
当
に
よ
っ
て
補
償
さ
れ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
や
が
て
疾
病
、
窯
疾
、
早
老
、
傷
害
と
な
っ
て
年
金
・
保
険
の
う
え
に
も
は
ね
か
え
り
、
全
体
と
し
て
混
乱
と
矛
盾
を
一
そ
う
深
め
て
い
く
の
•
五
(
5
)
ポ
リ
ソ
フ
前
褐
、
)
0
八
頁
、
お
よ
び
ヤ
・
ク
ロ
ン
ロ
ー
ド
『
ア
フ
、
前
褐
、
(
4
)
こ
う
し
た
指
数
作
成
上
の
恣
意
的
操
作
に
つ
い
て
は
、
ポ
＂
ノ
＂
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
う
し
た
こ
と
が
ら
は
す
べ
て
の
労
佑
者
の
労
仇
条
件
、
ひ
い
て
は
生
活
状
態
に
ひ
び
く
労
仇
者
階
級
に
共
通
の
問
題
題
に
如
何
に
対
処
す
べ
き
か
ゞ
残
さ
た
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
う
な
か
で
去
る
―
二
月
五
日
、
単
一
組
合
に
合
同
し
て
新
発
足
し
た
A
F
L
.
C
I
O
組
合
は
、
全
米
組
織
労
佑
者
の
中
核
と
し
て
ど
の
よ
う
な
方
向
を
求
め
る
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
五
六
年
の
こ
の
国
の
労
資
関
係
に
む
け
ら
れ
る
わ
れ
わ
れ
の
関
心
は
、
や
が
て
こ
こ
に
集
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
(
1
)
W
i
l
l
i
a
m
 
Z•Foster 
;
 Hi
s
t
o
r
y
 
of 
t
h
e
 
C
o
m
m
u
n
i
s
t
 P
a
r
t
y
 
o
f
 
t
h
e
 U
n
i
t
e
d
 States. 
P. 
5
0
1
.
 
(
2
)
L
・
ポ
リ
ソ
フ
『
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
勤
労
者
の
生
活
水
準
』
経
済
評
論
一
九
五
四
・
ご
―
1
0
七
頁
(
3
)
ジ
ョ
ン
・
イ
ー
ト
ン
『
恐
慌
と
ア
メ
リ
カ
』
締
済
評
論
一
九
五
四
・
―
―
一
三
七
頁10
七
ー
九
頁
参
照
メ
リ
カ
に
お
け
る
経
済
恐
慌
成
熟
の
特
殊
性
』
経
済
評
論
一
九
五
四
一
八
一
頁
参
照
で
あ
る
。
さ
れ
ば
ア
メ
リ
カ
の
労
仇
者
階
級
に
と
つ
て
、
い
ま
や
こ
の
問
フ
ォ
ー
ド
と
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ス
の
新
労
働
協
約
に
つ
い
て
（
高
堂
）
1
0
八
109 
フ
ォ
ー
ド
と
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ス
の
新
労
働
協
約
に
つ
い
て
（
高
堂
）
(
1
1
)
J
.
 L. A
l
l
e
n
 
&
 C. W
.
 
R
a
n
d
l
e
 
Contract. 
(
T
h
e
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 
&
o
n
m
i
c
 
R
e
v
i
e
w
.
 
Dec. 
(
6
)
ボ
リ
ソ
フ
前
掲
―
―
二
頁
な
お
こ
の
表
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
(
7
)
ク
ロ
ン
ロ
ー
ド
前
褐
一
八
一
頁
参
照
(
8
)
L
a
b
o
r
 
R
e
s
e
a
r
c
h
 
Association ;
 T
r
e
n
d
s
 
in 
A
m
e
r
i
c
a
n
 
う
と
す
る
論
点
が
あ
る
。
1
9
5
5
)
 
p. 
933, 
937. 
Capitalism. 
1
9
4
8
 
(
邦
訳
一
0
三
ー
八
頁
参
照
）
L
a
b
o
r
 
F
a
c
t
 
B
o
o
k
.
 9. p.38, 
10. 
P. 
39, 
11. pp. 3
5
~
7
.
ま
た
ク
ロ
ン
ロ
ー
ド
前
掲
一
八
0
頁
・
ポ
リ
ソ
フ
前
褐
―
―
ニ
ー
三
頁
参
照
(
9
)
W
i
l
l
i
g
N
.
 Foster ;
 ibid. 
P
.
 
543. 
(10)
こ
の
プ
ラ
ン
に
よ
る
追
加
支
払
は
、
生
産
の
増
大
に
よ
っ
て
衷
付
け
ら
れ
た
も
の
で
な
い
か
ら
、
単
に
所
得
の
移
転
に
す
ぎ
な
い
と
主
張
し
て
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
や
労
働
強
化
を
か
く
し
、
自
動
車
価
格
引
上
の
不
可
避
性
も
立
証
し
て
、
独
占
利
潤
の
確
保
を
合
理
化
し
よ
cf. 
P, W
.
 C
a
r
t
w
r
i
g
h
t
"
T
h
e
 E
c
o
n
o
m
i
c
s
 of t
h
e
 U
A
W
,
F
o
r
d
 
C
h
a
l
l
e
n
g
e
 
of 
the 
G
u
a、
rateed A
n
n
u
a
l
 W
a
g
e
,
 H
a
r
v
a
r
d
 B
u
s
i
n
e
s
s
 R
e
v
i
e
w
.
 
Vol. 
32. 
で
も
、
自
動
車
工
業
労
働
者
の
実
質
賃
金
は
約
一
七
。
ハ
ー
セ
ン
ト
も
「
一
九
五
0
年
の
第
一
・
四
牛
期
か
ら
一
九
五
二
年
七
月
ま
で
だ
け
-
C
九
N
o
.
 3
 
P
.
4
8
 
に
よ
っ
て
限
定
し
て
、
こ
の
範
囲
内
で
の
帰
休
命
令
に
合
理
的
根
拠
を
与
へ
る
と
同
時
に
、
こ
の
範
囲
外
で
の
解
雇
の
自
由
を
暗
示
し
て
(
1
3
)これ
に
つ
い
て
は
c
f
•
H
.
R
•
N
o
r
t
h
r
u
p
;
T
e
 U
A
W
'
s
 Influ、
o
n
 
A
u
t
o
m
o
t
i
v
e
 
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 
Decisions. 
(
M
L
 R. 
F
e
b
.
 
1
9
5
5
)
 
P. 
173.
ま
た
H
y
m
a
n
L
u
m
e
r
,
 
W
a
r
 
E
c
o
n
o
m
y
 
a
n
d
 Crisis. 
1954. (
小
椋
訳
八
九
ー
九
0
頁
）
参
照
(
1
4
)
O
n
e
 
V
i
e
w
 
of 
the 
Effects 
of 
the 
F
o
r
d
 
G
M
 Cont-
racts ;
 Mo
t
r
h
y
 L
a
b
o
r
 R
e
v
i
e
w
.
 
Oct. 
1
9
5
5
 P. 
1116. 
J•Diebold 
;
 Au
t
o
m
a
t
i
o
n
|
t
h
e
 n
e
w
 technoology ;
 Ha
r
v
a
r
d
 
B
u
s
i
n
e
s
s
 R
e
v
i
e
w
.
 Vol. 
31 
N
o
.
 
6
 P
P
.
 
7
0
~
1
.
 
(
1
5
)
M
o
n
t
h
l
y
 La¥)or 
R
e
v
i
e
w
 :0ct. 
1
9
5
5
 P. 
1117. 
(
1
6
)
S
e
y
m
o
u
r
 E•Harris 
;
 Ec
o
n
o
m
i
c
s
 
of 
the 
G
u
a
r
a
n
t
e
e
d
 
W
a
g
e
 :
 Mo
n
t
h
l
y
 L
a
b
o
r
 R
e
v
i
e
w
.
 
Feb. 
1
9
5
5
 P. 
163. 
(17)
泄
界
経
済
研
究
所
「
枇
界
経
済
年
報
」
第
一
六
集
、
七
―
―
―
ー
四
頁
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
砕
済
研
究
会
「
ア
メ
リ
カ
緑
済
四
季
報
」
第
一
集
、
六
0
|
―
頁
参
照
(
-
九
五
六
・
ニ
）
e
n
c
e
 
cf. AER•Dec. 
1955. 
ibid, 
P
P
.
 
9
3
6
~
7
.
 
い
る
。
下
落
し
た
」
（
同
上
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
(12)
こ
の
プ
ラ
ン
に
対
す
る
会
社
の
責
任
を
某
金
の
額
と
先
任
権
の
枠
